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中期経営計画進捗状況報告

１．経営理念

２．中間決算状況

３．中期グループ基本方針進捗状況

・グループ基本方針

・スマイルカーブ

　 ・収益改善

・課題解決提案力強化

　 ・環境ビジネスの事業拡大

　 ・機能商品の事業拡大

　 ・グローバル展開の推進

　 ・オリジナル商品・技術の開発



１．経営理念

［企業コンセプト］
Ecologically  Clean

［企業理念］
かけがえのない地球の未来を見つめ、
“心”と“技”で水の価値を創造する。

［経営の姿勢］
・地球を大切にする。
・お客様を大切にする。
・人を大切にする。
・技術を大切にする。
・株主を大切にする。



２．２００２年３月期 中間決算状況

１）連結決算
　 売上高 　 ３９３億円 　（＋１０.３％）

　経常利益 　 ２１.３億円　（＋１６.１％）
　 経常利益率 　 ５.４％ 　 （＋０.３ﾎﾟｲﾝﾄ）
　　　　純利益　　　　　　９.２億円 （＋１１４.４％）

２）単独決算
　売上高 　 ３３２億円 　（＋１６.０％）
　経常利益 　 １９.７億円　（＋２４.２％）
　経常利益率 　 ５.９％ 　 （＋０.４ﾎﾟｲﾝﾄ）

　　　　純利益　　　　　　９.０億円 （＋１０６.７％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内前期比



中間・通期売上高推移（単独）
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690億円



中間・通期経常利益推移（単独）
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売上高経常利益率推移（単独）
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売上高/経常利益予想（連結）
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 売上高　　840億円
 経常利益　 43億円



３．中期グループ基本方針進捗状況

［基本方針］

　　3.1　顧客満足の獲得

　　3.2　グループ収益構造の改革

　　3.3　次世代主力事業の育成・構築

　　3.4　グローバル展開の推進

　　3.5　マネジメントの革新



スマイルカーブと在りたい姿

収
益
性

機能商品 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ ﾒﾝﾃｻｰﾋﾞｽ

150億円

190億円

325億円

310億円

170億円

215億円

02.3 予想

04.3 計画

（単独・食品事業除）

［在りたい姿　Ⅰ］

ﾒｰｶ機能を持つ

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ企業

［在りたい姿　Ⅱ］

水処理/周辺分野で

顧客課題解決提案

（中計最終年度）

50 ％　

57 ％　

機能商品

・ﾒﾝﾃ割合



3.1 顧客満足の獲得
-2．課題解決提案力の強化

［上期実績の主要因］
　○ 電子産業分野の設備投資減／設備稼働率
　　　低下による受注減

０１／３ ０２／３ ０１／９ ０２／３ ０４／３

実　績 計　画 実　績 予　想 目　標

１９０ １８０ ７５ １６８ ２１５

［メンテナンス売上高実績/計画（単独）］　　　　（億円）



　

　

3.2 グループ収益構造の改革
-１．収益改善

０１／３ ０１／９ ０２／３ ０４／３

 実  績 実  績 予　想 目  標

 従 業 員 数（ 単 独 ）
７８２ ７７３ ７６２ ７２０

 従 業 員 数（ 連 結 ）
（ 国 内 従 業 員 数 ）

１，５２５
(１，３５０）

１，５４８
（１，３２６）

１，５３７
（１，３１５）

１，５００

 減 価 償 却 費（ 単 独 ）
　　　　　　( 百 万 円 )

１，３６４ ５７４ １，１５０ ９００

［固定費削減］



3.3　次世代主力事業の育成・構築
　-2　環境ビジネスの事業拡大

○ 排水処理事業の構築

　　（ｺﾝｾﾌﾟﾄ）

　　　→　工場生産化ｼｽﾃﾑによるｺｽﾄ/ｽﾋﾟｰﾄﾞ競争力

　　　→　課題解決提案力

　　　　　　　（汚泥減容化／水・有価物回収　等）



3.3　次世代主力事業の育成・構築
　-3　機能商品の事業拡大

［機能商品売上高実績/計画（単独）］　　　　　（億円）

０１／３ ０２／３ ０１／９ ０２／３ ０４／３

実　績 計　画 実　績 予　想 目　標

１３１ １５０ ７８ １５０ １９０

［上期実績の主要因］

　○ 中型機器：前期受注残による売上増

　○ 薬品：前期納入半導体設備向け薬品の受注増



-3　機能商品の事業拡大

○ 食品事業の拡大

　　→　受託生産から自社オリジナル商品の開発

　　　　　（クロマト分離を活用した商品開発）

　　→　委託販売から自社販売のウエイト増



3.4　グローバル展開の推進

○　海外拠点の整備

　　　→　オルガノ上海事務所設立　（７月）

　　　→　オルガノインドネシア設立　（７月）

　　　→　オルガノフィリピン設立　　　（１０月）

○　戦略商品の拡販

　　　→　Ｄ２ＥＤＩ（電気再生式純水装置）

　　　→　トレソーネラボ（クロマト）

○　海外調達の推進

　



　3.4　グローバル展開の推進
-2　オリジナル商品・技術の開発

［開発中技術］

○ 超臨界水酸化技術（ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類含浸物処理）

○ 汚泥減容化技術

○ 晶析法排水処理・回収技術

○ 電気再生式純水装置の大型化

○ 遠隔監視システム（センサー開発）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等


